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種 　 別所収遺跡名

山田寺

山田寺下層 居館

旧山田道

７世紀前半 土器

木簡（49点）

掘立柱塀，溝

両側溝

寺院 飛鳥時代

平安時代

主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

軒瓦，鬼瓦ほか区画溝，井戸など鎌 倉 時 代

室 町 時 代

出土瓦や一部の遺構から、

遅くとも13世紀中頃まで

に、山田寺が再興された

と推測。

山田寺の地には、願主で

ある蘇我倉山田石川麻呂

かその一族の邸宅跡があ

ったと推測。その南限塀

の南にある２条の溝を古

い山田道と考定。

金堂，塔，回廊，講堂，

宝蔵，南門，大垣，参道，

水路，橋，灯籠，礼拝石，

幢幡遺構など。

木簡（15点），銅板仏，押

出仏，Z仏，軒瓦（約7,000

点），文字瓦（約750点），

鬼瓦，鴟尾，丸･平瓦（多

量），施釉陶器，青･白磁，

製塩土器，硯，土馬，土

師器・須恵器（多量），木

製品・（漆塗り仏具ほか），

獣骨，金属製品（厨子金具

ほか），銭貨（26点），ガラ

ス容器，石製品，鋳造関

係品，建築部材（多量），

建築石材･壁土など。

●『帝説』裏書や遺構、遺

物の検討によって、7世

紀中頃に金堂、回廊、

中門それに四周の大垣

や門があったと判明。
● 塔，講堂，宝蔵は7世紀

後半に造営され，大垣

や南門も改作される。

三面僧房の形成もこの

時期と推定
● ８世紀中頃には東北部

に一院を新設
● 11世紀前半に回廊が倒

壊し、12世紀末頃に金

堂，塔，講堂が焼亡して

古代山田寺は廃絶。
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